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　The object of this study was to investigate firstly, the other race effect by using a video task 
and the SRQ-J was detectable or not, secondly, highly face recognizer showed the other race 
effect more than average people did or not. The result showed as follows; regardless of score of 
SRQ-J, the other race effect was detected on correct ratio of all recognition, of character identi-
fication and of scene comprehension. SQR-J High group showed no difference to Low group in 
the correct ratio of character identification but showed better score than Low group in that of 
scene comprehension. Experiment also showed that highly recognizer individual showed as 
much the other race effect as average individual did in character identification in a video task.
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問　題

　他人種効果（other-race effect，own-race bias effect
または other-ethnicity effect）とは，他人種の顔よ
りも自分と同じ人種の顔の方が認識しやすく，記憶
しやすいという現象であり，実験室における研究で
も応用研究においても示される非常に頑健な効果で
あるとされている（Bothwell, Brigham, & Malpass, 
1989 ; Meissner & Brigham, 2001）。
　他人種効果の測定では，学習段階で自人種および
他人種の顔を提示し，その後，提示された顔と提示
されなかった顔での顔再認課題（the old/new face 
recognition task）の方法で行うことが多い（Zhou, 
Mondloch, & Emrich, 2018）。この方法により測定さ
れた場合，他人種の顔では誤警報（false alarms）率
が高く，ヒット（hit）率が低いという他人種効果が
示される（Meissner & Brigham, 2001）。また，ケン

ブリッジ顔記憶テスト（Cambridge face memory 
test, CFMT，Duchaine, & Nakayama, 2006）と，そ
のアジア人顔版である CFMT-Chinese（McKone et 
al., 2012 ; McKone, Wan, Robbins, Crookes, & Liu, 
2017）の成績の比較により他人種効果を測定するこ
とも行われている。最近では，視覚的ワーキングメ
モリに貯蔵されている自人種の顔と他人種の顔の数
を比較する課題も考案されている（Zhou, Mondloch, 
& Emrich, 2018）。
　このような他人種効果を検討した研究で用いられ
る顔刺激はすべて静止画であるが，日常生活では静
止した顔画像の再認以外にも，例えば，TV ドラマ
や映画における動画の顔再認において，他人種効果
が認められることを経験する機会は多い。しかしな
がら，このような日常的な体験を実験室にて再現す
るためには，自人種と他人種の映像を厳密に統制し
て作成し，実験を行うことが必要であり，技術的に
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も難しいと考えられる。そこで，本研究では，商業
的映像作品を利用して，他人種と自人種の再認を行
う映像課題を実施し，他人種効果の検討を試みるこ
とを第一の目的とする。
　顔認識（face recognition）は，「会ったことがな
い新しい顔を覚え，その顔が人ごみに紛れた場合で
も正確に見つけ出すことができる能力である」と定
義される（Wilmer, 2017）。自己報告で自分が非常に
優秀な顔認識能力を持つと主張する人に CFMT を
行うと天井効果を示したことから，難易度を上げた
CFMT （CFMT long form, CFMT+, Russell, 
Duchaine, & Nakayama, 2009）を施行したところ，
非常に優れた成績を示し，優れた顔認識能力を持つ
人々の存在が実証され，顔認識能力の範囲が以前に
認められていたよりも広いことが明らかにされてい
る（Russell, Duchaine, & Nakayama, 2009）。このよ
うな非常に優秀な顔認識能力を持つ人たちは，一度
見た顔はほとんど覚え，何千もの顔を記憶して再認
することが出来るので，スーパーレコグナイザーま
たは超顔認識者（Super recognizer）と呼ばれてい
る。Bate ＆ Dudfield（2019）は，超顔認識者のスク
リーニングができる質問紙として，日常の顔認識経
験について尋ねる 20 項目の超顔認識質問紙（super-
recognizer questionnaire，SRQ）を開発し，客観的
な行動課題として CFMT+ と顔のマッチングテスト

（pairs matching test, PMT，Bate et al., 2018）を用
いて SRQ の妥当性を検討している。SRQ は超顔認
識者をスクリーニングするために開発されたが，一
般の人々の顔認識能力について尋ねる自己報告式の
質問紙としても使用可能であることが，Bate ＆ 
Dudfield（2019）の研究の一般人のデータからも示
されており，関口・王（2022）は，この SRQ の日本
語版（SRQ-J）を作成し，顔認識能力の個人差を測
定する尺度として有用である可能性を示している。
　本来顔認識能力が非常に優れているはずの超顔認
識者であっても他人種効果を示し，自人種の顔を認
識する際に成績が非常に優れているが，他人種の顔
を認識すると統制群と同程度である者が多かったこ
とが報告されている（Bate et. al, 2019）。そこで，自
己報告式質問紙である SRQ-J により測定された顔認
識能力の優れた個人は，平均的な能力の個人に比べ
て他人種効果を示さないかどうかを映像課題により
検討することを第二の目的とする。
　本研究の仮説としては，映像課題を用いた場合で

も先行研究と同様に，顔認識能力の優れた人は自人
種の顔の同定では平均的な顔認識能力の人より成績
がよいが，他人種の顔の認知では平均的な顔認識能
力の人と同じ程度の成績を示すと予測する。

方　法

　実験参加者　関西地区にある私立大学生の大学生
17名（男性 5名，女性 12名，平均21.47歳，SD=0.50）。
　刺激材料　予備調査により映像作品を選抜した。
予備調査では，アジア人種のみが出演する映画作品
3 本と白人種のみ出演する映像作品 3 本を選び，そ
れぞれの映画について，実験に使うシーンを選定し
た。選定にあたっては，登場人物の中に肌の色が異
なる人がいる，有名な俳優が出ている，および大人
と子どもなど家族が中心に出てくる等のすぐに人物
を識別できてしまうものを避けて選んだ。また，倫
理的に問題のあるシーン（怖い・残酷・不快等）を
避け，登場人物が入れ替わるものや専門的な知識を
要するものなど内容理解に影響を及ぼす可能性のあ
るものも対象外とした。シーンの選定は登場人物が
最低でも 3 人出演し会話している場面を含む約 3 分
のシーンを選んだ。なお アジア人種では日本語の作
品を除き，白人種作品とどちらも母国語ではない作
品を選択し字幕で呈示した。選定したシーンについ
て，9 名の評定者（実験参加者とは異なる大学生，男
性 2 名，女性 7 名，平均 21.56 歳，SD=0.50）によ
り四問の評定を行った。四問の構成は，「質問 1：こ
の映像に出てくる人たちの顔は見分けやすかった」，

「質問 2：登場人物全員の顔が見分けられた」，「質問
3：登場人物たちの顔は似ていた」，「質問 4：内容は
理解できた」であり，4 件法（1．あてはまらない～
4．あてはまる）で回答を求めた。その結果，アジア
人種の映像として，「怪しい彼女（ポニーキャニオ
ン，2014，DVD）」（以下，アジア人種）と白人種の
映像として，「セラヴィ！（株式会社ハピネット，
2017，DVD）」（以下，白人種）が選ばれた。予備調
査の結果をまとめると，質問 1 と質問 2 では「怪し
い彼女の方」の方が「セラヴィ！」より有意に高か
った（質問 1：t（8）=4.44，p=.002，dDiff =1.57；質
問 2：t（8）=3.77，p=.005，dDiff =1.26）が，質問 3
と質問 4 では両者に有意な差はなかった（質問 3：
t（8）=－0.61，p=.56，dDiff =0.21；質問4：t（8）=0.43，
p=.68，dDiff =0.14）。したがって，弁別しやすい人
物が登場せず，内容理解の程度が同じ映像作品を本
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実験の実験材料とし，予備調査のシーンを含めて約
5 分程度の映像として実験参加者に視聴させた。
　質問項目の構成　各刺激映像について，映像ごと
に登場人物同定質問（はい / いいえの 2 件法）を 5
問（例．映像の後半で食卓に座っていた男性は，映
像の最初で写真を撮っていた男性と同一人物であ
る），内容理解質問（はい / いいえの 2 件法）3 問

（例．従業員たちは衣装に不満があった），内容理解
自由記述式質問 3 問（例．老女の身に何があった？）
の計 11 問を作成した。登場人物の同定質問は，他人
種効果を検討するために作成された。また，顔の再
認の困難さが内容理解にも影響するかどうかを検討
するために，内容理解項目として，2 件法と自由記
述による質問を作成した。さらに，各質問では，回
答の確信度について 4 件法（1．全く自信がない～ 4．
非常に自信がある）で回答を求めた。
　顔認識能力の個人差について，日本語版超顔認識
者質問紙（SQR-J，関口・王，2022）を用い，5 件法

（1．全くあてはまらない～ 5．非常にあてはまる）に
て回答を求めた。
　手続き　実験に先立って，途中で辞退可能である
こと，映像内容が不快でないこと，および実験全体
に心身の危険が含まれないことなどを説明し，参加
に同意した者のみ実験参加した。実験は対面で行い，
参加者は第一の映像作品を視聴し，その後に Google 
Forms により作成した「映像 1」の質問（全 11 問） 
に回答した。次に，第二の映像を視聴し，同様に回
答した。第一の映像作品と第二の映像作品の提示順
序は，実験参加者ごとにカウンターバランスされた。
最後に，SQR-J の質問（全 20 問）に回答を行った。

結　果

　各実験参加者について，以下の方法で個人集計を
行った。映像刺激質問項目については，人物同定質
問（5 問）と内容確認質問（3 問）は，正解を 1 点，
不正解を 0 点として合計点を算出した。内容確認自
由記述質問（3 問）については，正解 1 点，部分正
解 0.5 点，不正解 0 点とした。11 問の合計点を算出
し，全正答率を算出した。また，人物同定質問のみ
の正答率（以下，人物同定正答率），内容理解の質問

（6 問）の正答率（以下，内容理解正答率）をそれぞ
れ算出した。確信度については，11 問の確信度の平
均値を算出した。正答率についてはすべて逆正弦変
換値を用いて以下の分析を行った。

　SRQ-J の回答については，逆転項目処理後に合計点
を算出した。SRQ-J得点の平均値は57.41（SD=14.51），
最小値 22 点，最大値 76 点，中央値 60 点であった。
SRQ-J 得点と，全正答率，人物同定正答率，内容理
解正答率および確信度との相関分析を行った。その
結果，アジア人種では，全正答率と人物同定正答率
とは有意な正の相関傾向（r（17）=.47，p=.056；
r（17）=.46，p=.062），確信度とは正の相関（r（17）
=.52，p=.031）が認められたが，内容理解正解率
については相関は認められなかった（r（17）=.36，
p=.16）。白人種では，SRQ-J 得点と，全正答率，人
物同定正答率および内容理解正答率のすべてにおい
て正の相関が認められた（全正答率：r（17）=.57，
p=.016；人物正答率：r（17）=.50，p=.041；内容
正答率：r（17）=.57，p=.018）が，確信度とは有意
な相関は認められなかった（r（17）=.31，p=.22）。
　実験参加者のうち，関口・王（2022）の実験 2 に
おける SRQ-J の中央値である 59 点を境界値の点と
し，59点以下をSRQ-J低群（平均45.75，SD=12.74），
60 点以上を SRQ-J 高群（平均 67.78，SD=5.33）と
した。そして，顔認識能力と人種の効果を検討する
ために，全正答率，人物同定正答率，内容理解正答
率，および，確信度の平均値を従属変数として，SRQ-J
群（高低，2）×人種（アジア人・白人，2）の 2 要因
の混合計画による分散分析を行った。SRQ-J 群は参
加者間変数，人種は参加者内変数であった。
　分析の結果，全正答率では，SRQ-J の高低の主効
果が有意傾向（F（1,15）=4.52，p=.051，η2

p=.23）
および人種の主効果が有意であった（F（1,15）=23.25，
p<.001，η2

p=.61）が，交互作用は有意ではなかった
（F（1,15）=0.000017，p=.99，η2

p=.0000012）（Figure 
1）。人物同定正答率では，人種の主効果のみが有意
であり（F（1,15）=36.20，p<.001，η2

p=.71），SRQ-J
群の主効果および交互作用は有意ではなかった

（F（1,15）=2.37，p=.14，η2
p=.14；F（1,15）=.00031，

p=.99，η2
p=.000020）（Figure 2）。内容理解正答

率では，SRQ-J の高低の主効果および人種の主効果
（（F（1,15）=8.18，p=.012，η2

p=.35；F（1,15）=6.80，
p=.02，η2

p=.31）が有意であり，SRQ-J 高群の方が
有意に成績がよいこと，および，他人種効果が示さ
れた。交互作用は有意ではなかった（F（1,15）=.49，
p=.50，η2

p=.032）（Figure 3）。確信度についての
分析の結果，主効果（SRQ-J：F（1,15）=0.94，p=.35，
η2

p=.059；人種：F（1,15）=1.37，p=.26，η2
p=.084）
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および交互作用（F（1,150）=1.17，p=.30，η2
p=.072）

とも有意ではなかった。

考　察

　本研究の第一の目的は，映像課題を用いても他人
種効果が認められるかどうかを検討することである。
また，第二の目的は，顔認識能力の優れた個人は，
平均的な能力の個人に比べて他人種効果を示さない
かどうかを SRQ-J と映像課題により検討することで
ある。本研究の仮説としては，映像課題を用いた場
合，顔認識能力の優れた人は自人種の顔の同定では
平均的な顔認識能力の人より成績がよいが，他人種
の顔の認知では平均的な顔認識能力の人と同じ程度
の成績を示すと予測し実験を行った。
　予備調査の結果から内容理解の程度が同程度であ
り，弁別しやすい人物が登場しない程度も同程度で
ある映像を使用したにも関わらず，人物同定正答率，
内容理解正答率，およびその両者を含む全正答率の
いずれを従属変数とした場合も有意な人種の主効果
が認められ，自人種の成績の方が他人種の成績より
優れていることが示された。また，2 つの映像につ
いての回答の自信の程度（確信度）については有意
な差は全く認められなかったことから，映像につい
ての質問が同程度の内容であり，他人種の映像のみ
が極端に難しいと感じたということはなかったと考
えられる。したがって，映像課題により他人種効果
を測定することは可能であることが示されたと考え
られる。
　他人種効果については，SRQ-J の得点の高低に関
わらず，また，人物同定正答率においてのみだけで
はなく，内容理解正答率や全正答率においても強く
示された。すなわち，単に映像課題内の登場人物の
顔の同定だけでなく，場面における他人種同士の会
話内容や場面の理解にも影響を及ぼすことが示され
たといえる。McKone et al.（2021）は，オーストラ
リア在住の東アジアの学生を対象に他人種効果体験
質問紙（other race effect experience questionnaire）
と CFMT を実施し，他人種効果が与える影響を検
討している。東アジアの学生たちは，白人種の顔が
区別できないことで彼らと付き合うことが妨げられ
ること，また，白人種の大学の教員や職場の上司な
どから他の東アジアの人物と間違えられることがあ
ることなどを報告し，他人種効果は，単に顔の再認
の問題ではなく，社会的な相互作用の困難さを生じ

Figure 1
Mean correct ratio of each race (Asian, Caucasian) for 
SRQ-J High group and Low group. 

Note. Error bars reflect within subject SEM.
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Figure 2
Mean correct ratio of character (Asian, Caucasian) 
identification for SRQ-J High group and Low group.

Note. Error bars reflect within subject SEM.
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Figure 3
Mean correct ratio of story comprehension (Asian, 
Caucasian) for SRQ-J High group and Low group.

Note. Error bars reflect within subject SEM.
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させる要因である可能性があることも示されている。
本研究の結果からも，単に人物同定正答率のみでは
なく，内容理解正答率にも他人種効果が示されたこ
とは，他人種の顔弁別が劣ることにより，誰が話し
ていたのか，誰が何をしたのかなどが混同され，社
会的な場面の理解に影響を及ぼした可能性は高い。
他人種効果の社会的相互作用に対する影響は今まで
あまり指摘されてこなかったが，映像課題のような
日常生活での体験に近い課題を用いることで，この
ような影響を検討することは可能となることも考え
られる。
　本研究では，SRQ-J による高低群の差は，人物同
定の正解率においては明確な差を示さなかった。Bate 
et al.（2018）の白人種の超顔認識者を参加者とした
研究では，CFMT+ と CFMT-Chinese の成績を比較
すると CFMT+ の成績の方がよいことが示されてい
る。したがって，超顔認識者であっても他人種効果
は示しているが，自人種においては統制群よりは優
れた成績を示している。一方，本研究では，SRQ-J
高低群と人種の交互作用は認められず，SRQ-J の高
群も低群も他人種でより正答率が悪かったことが示
されたので，仮説は支持されない結果となった。本
研究の SRQ-J 高群は，超顔認識者ではなく，顔認識
が比較的優れているという自己報告によるものであ
り，Bate et al.（2018）の結果と直接的な比較はでき
ない。本研究で使用したカットオフポイントである
60 点は，むしろ顔認識能力が比較的高いかどうかの
弁別のカットオフポイントであり，非常に優れた個
人を選別する得点ではなかった可能性があり，今後
検討が必要であろう。
　本研究では，SRQ-J により測定される個人差要因
のみを取り上げた。他人種効果の程度に影響を与え
る個人差要因として，本研究のように顔認識能力が
優れている超顔認識者と極端に劣っている相貌失認

（prosopagnosia）のスペクトラム上で考えることが
多いが，自人種の顔認識能力は低めだが正常範囲で
あるにも関わらず，他人種の顔認識が極端に悪い個
人，すなわち，他人種顔認識盲（face-blind for other-
race faces）の報告もある（Wan et al., 2017）。また，
他人種効果が強く現れるかどうかは約 12 歳までの他
人種と共生した社会での生育環境が指摘され，アジ
ア人種が多くを占めるまたは白人種が多くを占める
ような他の人種が共生する割合が少ない社会では他
人種効果は強く現れることが示されている（McKone 

et al., 2019）。今後他人種効果の検討を行うためには，
このような個人差要因についても考慮して検討する
ことが必要であろう。
　本研究の限界は以下の二点である。
　第一に，関口・王（2022）でも指摘されているよ
うに，SRQ-J の得点分布において非常に顔認識が優
れた個人を弁別するためのカットオフポイントをど
こにするかという点である。この点を確定して後に，
顔認識能力の非常に優れた個人であっても他人種効
果が示されるかどうかを検討することが必要であろ
う。
　第二に，本研究で用いた映像課題は，日常的に経
験する他人種効果による影響を測定するには有用な
課題である可能性は示されたが，客観的な顔認識能
力を測定する課題（例えば CFMT）と併用しなけれ
ばその妥当性は検証できない。この点については，
本研究は映像課題のみを実施しており不十分であり，
今後両課題を用いて検討する必要があろう。
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要　旨
　本研究の目的は，第一に，映像課題を用いても他人種
効果が認められるかどうかを検討すること，第二に，顔
認識能力の優れた個人は，平均的な能力の個人に比べて
他人種効果を示さない傾向があるかを SRQ-J と映像課題
により検討することであった。実験の結果，SRQ-J の得
点群（高群・低群）に関わらず，映像についての質問の
全正答率，人物同定の正答率，および内容理解の正答率
において他人種効果を示した。SRQ-J 高群は，人物同定
正答率では低群と差が認められなかったが，内容理解正
答率では有意に成績がよいことが示された。本研究の結
果から，映像課題においても他人種効果を検討すること
は可能であること，また，顔認識能力の優れた個人は平
均的な個人と同様に映像内の人物同定については他人種
効果を示すことが示された。
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